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市民連携推進課 男女共同参画事業の実施状況 

 

 １．意識啓発 

 

 

(1) 意識啓発講演会 ( 平成４年度～ ) 

 

目 的 広く市民に対し、男女共同参画の必要性について、普及啓発を図るために、著名な講師等を

招いての講演会を開催し、男女共同参画について考える機会を提供する。 

対 象 一般市民、入場無料    

※平成 11 年度から「市民大学講座」との共催で実施 

 

▼今年度の予定 

    開催日時 平成 24年 10月 24日（水） 18：00～20:00 

  講  師 吉永みち子（ノンフィクション作家）  

 

 

◆開催実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 情報誌の発行 ( 平成 10 年度～) 

 

目  的 市民への男女平等観の浸透と男女共同参画意識の一層の涵養を目指すため、分かりやすく

効果的な情報誌を発行 

発行時期 秋号、春号の年 2回 

発行部数 毎号 8,000部 

配布箇所 公共機関、銀行、スーパーなど約 600箇所（無料配布） 

※ 市内で約 5,500部程度を配布、残部は八戸市が配布（公共機関、施設等） 

編集・発行 企画・取材を含む編集・印刷・配布（一部）までを一連の業務として、平成 16 年度か

ら業務委託。平成 19年度から委託先を公募で決定。 

 

年度 講  師 入場者数 
 

年度 講  師 入場者数 
 

年度 講  師 入場者数 

4 宝井 琴桜 150人 
 

11 落合 恵子 600人 
 

18 竹永 睦男 300人 

5 宝井 琴桜 400人 
 

12 和田 勉 600人 
 

19 森永 卓郎 550人 

6 広瀬 久美子 500人 
 

13 桂 文也 1,400人 
 

20 

話し手： 

ケンタロウ 

聞き手： 

三浦 文恵 

632人 

7 佐藤 洋子 400人 
 

14 宝井 琴桜 413人 
 

8 宝井 琴桜 385人 
 

15 倍賞 千恵子 1,305人 
 

21 笹岡 郁子 324人 

9 船橋 邦子 290人 
 

16 辛 淑玉 352人 
 

22 安藤 哲也 245人 

10 樋口 恵子 470人 
 

17 汐見 稔幸 447人 
 

23 鹿嶋 敬 240人 

資料４ 
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◆ 実施状況 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(3) 市民企画事業 ( 平成 1３年度～平成 23年度 ) 

 

目 的 市民のアイディアを活かし、市民団体が男女共同参画に関する市の取組みに対して、より主

体的に参画してもらうよう市民参加・体験型の講座、ワークショップ等、市民団体への委託

で実施 

 

◆開催実績  

年度 内    容 
参加 

者数 
年度 内    容 

参加 

者数 

13 男女共同参画推進パネル展 － 

20 

みんなで作ろう私たちのまち～男女

共同参画プチワークショップ～ 

（仕事編） 

72 人 

14 
はちのへ男女共同参画フォーラム

2002(講演会、ワークショップ等) 
200人 

はちのへ男女共同参画フォーラム

2008～成年後見制度を考える～ 
72 人 

15 
はちのへ男女共同参画フォーラム

2003（映画上映、意見交換会等） 
170人 

21 

デート DV防止講演会 60 人 

16 
はちのへ男女共同参画フォーラム

2004（事例発表、講演会等） 
80 人 

こころのｃａｒｅ講座 17 人 

みんなで楽しく家事しよう～家事男

女共同参画プチワークショップ～ 
210人  

17 
はちのへ男女共同参画フォーラム

2005（事例発表、講演会等） 
90 人 

22 

～家庭にもっとパパ料理～ 

父と子 de親子料理 
７組 

18 
はちのへ男女共同参画フォーラム

2006（事例発表、講演会等） 
60 人 

講演会 

 「おやじの味ってありますか？」 
11 人 

23 

しあわせNAVI ～自分らしくバランス

よく生きるために～（２回開催） 

講演会、ワークショップ 

78 人 
19 

はちのへ男女共同参画フォーラム

2007（市民団体活動発表等） 
300人 

 

 

 

 

 

年 度 仕 様 等 実施方法等 

10～15 
・広報はちのへ特集記事 4ページ 

・年 2回 

・市直営 

・編集委員 4人（公募・任期 2年） 

16～23 
・仕様：A4版 8 ページ 4色カラー 

・年 2回発行 
・業務委託 
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(4) 学校教育関係者等研修会 ( 平成 17年度～ ) 

 

目 的 第 1期八戸市男女共同参画審議会から提出された「学校教育における男女平等教育の推進の

ためには、教育関係者の意識啓発を図るべき」との提言（H16.4.8）を受け、子ども達に直

接、接し、指導する立場にある教職員、保育士等を対象とした研修会を実施。 

対 象 学校教育関係者（教職員・保育士等） 

 

▼今年度の予定 

日 時 平成 24年 7月 31日（火） 10：00～12：00 

     場 所 八戸市総合教育センター 

   テーマ 男女共同参画の視点とメディアリテラシー ～メディアの中のジェンダー表現～ 

   講 師 メディアジャーナリスト 渡辺 真由子 氏 

 

◆開催実績 

年度 講   師 テ ー マ 
参加 

者数 

参加小中

学校数 
参加率 

17 
秋田大学教育文化学部教授 

 澤井 セイ子 

心地よい人間関係を築いていくために 

～男女平等の視点で考える学校教育～ 
36人 5校 

6.8％ 

（5/73） 

18 

家族カウンセラー・エッセイスト 

 宮本 まき子 

（八戸大使） 

子どもに「行きぬくための力」を伝えよ

う 
52人 22校 

30.1％ 

（22/73） 

19 

お茶の水女子大学教授・同大学附

属中学校長 

 三輪 建二 

男女共同参画の視点で学校教育を進め

るために 
44人 10校 

13.5％ 

（10/74） 

20 

西野学園函館臨床福祉専門学校 

専任講師 

 野村 俊幸 

わが子が不登校で教えてくれたこと 

～お父さんの子育て体験記～ 
47人 14校 

18.9％ 

（14/74） 

21 

東北大学大学院 教育学研究科

准教授 

 加藤 道代 

食卓がつくる心と身体 

～心に美味しいご飯を食べています

か？～ 

75人 12校 
16.2％ 

（12/74） 

22 

植草学園短期大学 福祉学科・児

童障害福祉専攻主任教授 

 佐藤 愼二 

今日から始める特別支援教育 95人 30校 
40.5％ 

（30/74） 

23 

共愛学園前橋国際大学国際社会

学部長 教授 

 大森 昭生 

一人ひとりを大切に 

～男女共同参画の視点で考える教育～ 
45人 15校 

20.3％ 

（15/74） 

 

 

(5) 教育関係者への啓発パンフレットの作成 ( 新規事業 ) 

 

目  的 子ども達の男女共同参画に関する理解促進のために、指導にあたる教育関係者等に対し、条

例の内容の理解及び男女共同参画の理念の周知と浸透を図る。 

内 容 教職員向けパンフレット作成し、小・中学校教職員へ配布。 

作成部数  2,000部 

   配布予定  平成 25年 2下旬 
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(6) トーキングカフェ ( 平成 22年度～ ) 

 

目  的 女性ならではの視点やアイディアを活かして地域社会の活性化を図るため、各分野で活躍し

ている女性達と市長とが、市政や各分野についてそれぞれが直面している課題や考えている

意見・提案などを自由に語り合い、課題解決のヒントや新たな企画を見出し、市政への反映

や新規事業の展開につなげるための意見交換会。 

また、市内で活躍する女性のロールモデル紹介による女性チャレンジ講座参加者ほか女性

労働者のキャリアアップ意欲の向上を図る。 

 

▼今年度の予定 

    開催日 平成 24 年 10 月 6 日（土） 

   場 所 八戸市ポータルミュージアム「はっち」 

   テーマ 未定 

 

◆開催実績 

年度 開催日・場所 開 催 内 容 備 考 

22 H23年 1月 18日 

ホテル 

JALシティ八戸 

内  容：女性経営者の立場から、仕事への取り組みや、仕事

と家事の両立、八戸の魅力などについて意見交換 

参加者：商工関係者 3名 

岡沼 栄比子 氏（㈲オカヌマ 取締役） 

高畑 紀子 氏（ホテル JALシティ八戸 総支配人） 

中山 恵美子 氏（㈲イニシオ 代表取締役） 

※会談内容を「広報はちの

へ」に掲載 

※市ホームページに掲載 

23 H24年 3月 24日 

八戸ﾎﾟｰﾀﾙﾐｭｰｼﾞ

ｱﾑ「はっち」 

テーマ：震災から 1年 ～女性が経験した被災地支援～ 

パネラー：被災者支援などで活躍された女性 4名 

寺沢 奈美子 氏（八戸青年会議所常任理事） 

中里 藤枝 氏（全国訪問ボランティアナースの会 

キャンナス八戸代表） 

藤村 幸子 氏（はちのへ女性まちづくり塾生の会代表） 

宮崎 菜穂子 氏（災害ボランティアコーディネーター 

連絡協議会副会長） 

※公開で開催 

※会談内容を「広報はちの

へ」に掲載 

※市ホームページに掲載 

※参加者 40人 
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 ２．人材育成 

 

 

(1) はちのへ女性まちづくり塾 ( 平成 13年度～平成 19 年度 ) 

 

   目  的 審議会等への女性の登用を促進するため、女性の人材育成を図ることを目的とする。 

   対  象 市内在住の女性 

   年  齢 65 歳以下 

   期  間 1 年 

   内  容 講座、グループワーク、市長との意見交換会を実施 

      男女共同参画社会、まちづくり、市の主要施策、議会制度など市政全般 

   修了生 91 人 

 

◆開催実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 男女共同参画支援事業 ( 平成 20年度～平成 21 年度 ) 

 

目  的 企画力、発言能力等を身につけるための講座を男女共学で実施し、幅広い人材の育成を図る。 

 

◆開催実績 

年度 内  容 講座数 参加者数 

20 ビジネスマナー講座、対話力 UP講座、座談会 ５ 83人 

21 
ビジネスマナー講座、子育て応援講演会、人間力アップ講座、座談会、ヒューマン・コ

ミュニケーション講座 
５ 107人 

 

 

(3) 女性チャレンジ講座 ( 平成 22年度～) 

 

目  的 各企業、団体、地域社会等で今後の活躍が期待される 20 代～40 代の女性に対し、職場等

での地位向上に必要なビジネススキルの習得に資する学習機会を提供することにより、職

場等における女性の活躍と積極的登用を促進するとともに、職業や業種を超えた参加者間

のネットワークを構築し、新たな女性人材の育成及び発掘を図る。 

対  象 20歳以上 49歳以下で、市内の事業所に勤務している女性 

または再就職や起業したいと思っている女性（市内在住） 

受講形態 2年間の登録制 

募集人数 毎年 20人程度公募  

開催回数  年 7回程度、他公開講座 1回 

※平成 23年度から登録制で本格実施 

年 度 講座数 修了者数 
 

年 度 講座数 修了者数 

13 16 19人 
 

17 11 10人 

14 16 15人 
 

18 12 12人 

15 11 17人 
 

19 15 9人 

16 13 9人 
 

計   91人 
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▼今年度の予定 

    開催日 平成 24年 7月 12日（木）～平成 24年 2月 14日（木）  計７回 

受講生 １期生（継続受講生）19人  ２期生（新規受講生）21人   計 40人 

 

◆講座内容 

 

【公開講座】 

    開催日  平成 24年 10 月 19日（金） 

    講  座  コミュニケーション講座 

 

 

 

◆開催実績 

 

 

 

 

 講 座 名 
 

 講 座 名 

第 1回 

開講式、オリエンテーション、受講者

自己紹介 

 
第 5回 企画力研修 

ワーク・ライフ・バランス研修 
 

第 6回 コーチング研修 

第 2回 タイムマネジメント研修 
 

第 7回 

企画提案発表会 

※修了生（1 期生）によるグループ発表 

第 3回 コミュニケーション研修 
 

修了式 

第 4回 行政講座 
 

  

年度 講 座 名 受講者数 

22 第１回 
人との信頼関係を築く  コミュニケーション講座 

47人 
行政講座  協働のまちづくり講座 

23 

第 1回 
開講式、オリエンテーション、受講者自己紹介 

24人 

キャリアデザイン研修 

第 2回 【公開講座】八戸市男女共同参画基本条例施行 10周年記念講演会の聴講 

第 3回 プレゼンテーション基礎講座 

第 4回 ロジカルシンキング研修 

第 5回 

行政入門講座 

講座１ 八戸の歴史 

講座２ 東日本大震災と八戸市復興計画 

第 6回 問題・課題解決研修（前編） 

第 7回 問題・課題解決研修（後編・グループ討議） 

    

23 公開講座 プレゼンテーション基礎講座 27人 


